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は じ め に

■ 対象者 このマニュアルは、 ビット･シングルチップ･マイクロコンピュータ シリーズを１６ μPD784218

採用し、 によりシステム･デバッグを行うエンジニアを対象としています。ND-K421

■ 目 的 このマニュアルは、 シリーズの持つ各種デバッグ機能を理解していただくことを目的ND-K421

とします。

■ 用語について

このマニュアルの中で使用する用語について、その意味を下表に示します。

用 語 意 味

エミュレーション･ エミュレータ内で対象デバイスのエミュレーションを行っているデバイスの総

デバイス 称です。

エミュレーション を含みます。ＣＰＵ

エミュレーション エミュレータ内で、ユーザが作成したプログラムを、実行している 部分ＣＰＵ ＣＰＵ

です。

対象デバイス エミュレーションの対象となっているデバイスです。 （本チップ）

ターゲット･プログラム デバッグの対象となるプログラムです。 （ユーザが作ったプログラム）

ターゲット･システム デバッグの対象となるシステムです。 （ユーザの作ったシステム）

ターゲット･プログラム、およびユーザの作成したハードウェアを含みます。

狭義にはハードウェアのみを指します。

■ 凡 例

注） ： 本文中に付けた注の説明

【注意】 ： 特に気をつけて読んでいただきたい内容

〔備考〕 ： 本文の補足説明
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第１章 概 説

ND-K421 16 PD784218は、 ビット･シングルチップ･マイクロコンピュータ、 シリーズを用いたハードウμ

ェア、またはソフトウェアを効率的にデバッグするための開発支援装置です。

本章では、 のシステム構成および基本仕様について説明します。ND-K421

１．１ システム構成

ND-K421のシステム構成は次のようになっています。

《 シリーズ システム構成》ＡＳＭＩＳＮＤ－Ｋ４



１．２ 基本仕様

《機能一覧（ 仕様）》ＭＡＸ

項 目 内 容

スーパーバイザ （動作周波数 ）Ｖ４０ＴＭ 9.8304[MHz]

対象デバイス シリーズμPD784218

システムクロック １２.５[MHz]

クロック供給 外部：パルス入力

内部：２５[MHz]

代替メモリ容量 （拡張メモリ･ボード実装時： ）１９２ １[KB] [MB]

内部 ＲＯＭ ８[KB]

マッピング単位 内部 ＲＡＭ ５１２[B]

周辺 ＲＡＭ ２５６[B]

外部代替メモリ

６４ ４[KB] [KB]空間以下

１ ６４[MB] [KB]空間以下

１ １[MB] [MB]空間以上

リアルタイム実行

エミュレーション機能 ブレーク実行

ステップ実行

リアルタイム 内部 領域全てＲＡＭ

内部 モニタＲＡＭ

プログラム実行検出

イベント検出 バス･イベント検出

外部トリガ検出

トリガ出力（ 本） オープンドレン出力１

パス条件

シーケンシャル条件

トレース･クオリファイ条件†

イベント統合 区間トレース開始、終了条件†

（時間計測カウンタ開始、終了）

トレース･ディレイ†

（トリガ出力条件）

イベント･ブレーク

ブレーク要因 マニュアル･ブレーク

コマンド･ブレーク

フェイル･セーフ･ブレーク



項 目 内 容

リアルタイム･トレース†

トレース要因 全トレース

区間トレース

クオリファイ･トレース

トレース容量 ９６ ×３２[bit] [K]

トレース内容 アドレス、データ、ステータス

実行時間測定 最大 分 秒 分解能：１４ ３３ ２０３.４５[ns]

測定区間実行回数 最大 回６５５３６[ ]

ターゲット･インタフェｰス ターゲットデバイス形状ごとにプローブを用意

アセンブラ／逆アセンブラ

メモリ／レジスタ／ＳＦＲ

コマンド リセット

シンボリック･デバッグ

ロード／セーブ

端子マスク 、 、ＲＥＳＥＴ ＮＭＩＷＡＩＴ

ハードウェア がマスク可能。ＳＴＯＰ

ホスト･インタフェース 専用パラレル･インタフェイス

低電圧対応 ～３[V]

ホストマシン 、 シリーズＰＣ－９８ ＩＢＭ ＰＣ

電源 ＤＣ５[V]

外形寸法 Ｗ ２３５×Ｄ１９５×Ｈ５４.５[mm]

† ･････ トレースメモリ実装時のみ有効



第２章 各部の名称

本章では、 の本体各部の名称を紹介します。ND-K421

梱包箱の中には 本体が入っています。万一、不足や破損等がありましたら、販売員までご連絡下ND-K421

さい。

また、本体に添付の保証書は、それぞれの項目にご記入の上、必ずご返送下さい。

２．１ 本体各部の名称

（１）プローブ面

（２）上面

（３）パラレル･インタフェース面



２．２ ボード名称

ND-K421の中には次の 枚のボードが入っています。３

（ ） メイン･ボード（ ） ・・・・・ 枚a G-78K4 MAIN Board 1

（ ） エミュレーション･ボード（ ） ・・・・・ 枚b G-78K4EM Board 1

（ ） ボード（ ） ・・・・・ 枚c G-784218IO Board 1７８４２１８ＩＯ

本体裏面のネジ 箇所を外し、フタを開けて確認して下さい。４

（ ）メイン･ボードa

(G-78K4 MAIN Board)



（ ）エミュレーション･ボードb

(G-78K4EM Board)

（ ） ボードc ７８４２１８ＩＯ

(G-784218IO Board)



第３章 設 置

本章では、 をケーブル等と接続し、各モード設定を行う方法について解説します。ND-K421

３．１ 接 続

エミュレーション･プローブや アダプタ、パラレル･ケーブルを 本体に接続します。ＡＣ ND-K421

【注意】ターゲット･システムとの接続、取り外し、さらにスイッチ等の設定変更は、本体 およND-K421

びターゲット･システムの電源を にしてから行って下さい。ＯＦＦ

（１）エミュレーション･プローブの接続方法

① 本体の上部を開き、 ボード のプローブ用コネクタND-K421 (G-784218IO Board)７８４２１８ＩＯ

( )ＣＮ１に、 エミュレーション･プローブを差し込みます。

② 上部を元に戻し、ネジでしっかり止めます。ND-K421

【注意】接続方法を間違えますと、 本体が破壊されることがあります。なお、接続の詳ND-K421

細については、各エミュレーション･プローブのユーザーズ･マニュアルを参照して下さい。

《エミュレーション･プローブの接続》



（２）電源の接続方法

① 専用 アダプタからの供給ＡＣ

ND-K421 "DC IN"のパラレル･インタフェース面の に アダプタを差し込んで下さい。ＡＣ

《 アダプタの接続》ＡＣ

② 専用 アダプタ以外からの供給ＡＣ

外径 、内径 のプラグに、極性は外側 、内側 とし、 、 以上５．５ ２．１ ＋ － ＤＣ５Ｖ±５％ ３Ａmm mm

の電源と接続して使用して下さい。

【注意】接続、印加電圧を間違えますと本機は破壊されます。

（３）パラレル・インタフェース･ケーブルの接続方法

ND-K421本体のパラレル・インタフェース・コネクタに差し込みます。

《パラレル･インタフェース･ケーブルの接続》



３．２ クロックの設定

３．２．１ ユーザ･クロックの設定

（ ）メイン･クロック１

出荷時には、 の水晶発振器が ボード の のソケット25MHz (G-784218IO Board)７８４２１８ＩＯ ＵＭＣＬＫ

に実装されています。

メイン･クロックの周波数を変更するには、 種類の方法があります。３

● 水晶発振器の交換 ソケット( )ＵＭＣＬＫ

● 発振回路を組む ソケット( )ＵＭＣＬＫ

● ターゲットからパルスを入力 端子( )Ｘ１

コントロール･ソフトのコマンドによって、ソケットのクロックとターゲットのクロックを切り替

えることができます。詳しくは各コントロール･ソフトのマニュアルを参照してください。

注）メイン･クロックが正常に供給されていないと、 本体がハングアップしますので、ＩＣＥ

ご注意下さい。また、ターゲットからのクロックは、矩形波を入力して下さい。

ただし、 端子にクロックを供給する必要はありません。Ｘ２

低電圧動作時には、メイン･クロックは 最大周波数の 以下の周波数を供給して下１／２

さい。

（ ）サブ･クロック２

水晶発振子が ボードに が標準実装されています。７８４２１８ＩＯ 32.768KHz

出荷時には、 の ピンと ピンがショート 標準実装の発振子を選択 してあります。ＵＳＣＬＫ ６ ８ ( )

サブ･クロックの周波数を変更するには、 種類の方法があります。３

● 水晶発振器の実装 ソケット( )ＵＳＣＬＫ

● 発振回路を組む ソケット( )ＵＳＣＬＫ

● ターゲットからパルスを入力 端子( )ＸＴ１

ＵＳＣＬＫ ７８４２１８ＩＯ ＪＰ１ソケットかターゲットは、 ボードのジャンパ で切り替えます。( )

● ショート ･･･ ソケットのクロックを選択します。１－２ ＵＳＣＬＫ

● ショート ･･･ターゲット 端子 のクロックを選択します。２－３ ＸＴ１( )

注）ターゲットからのクロックは、矩形波を入力して下さい。

ただし、 端子にクロックを供給する必要はありません。XT２



（ ）水晶発振器を用いる場合ａ

メイン･クロックまたは、サブ･クロックに水晶発振器を用いる場合、端子配置が以下のようになっ

ている水晶発振器を図のようにソケット実装して下さい。

ソケット

水晶発振器 水晶発振器端子 ソケット端子番号( )ＵＭＣＬＫ，ＵＳＣＬＫ

NC VCC 1 14 NC 1● ● ● ●
● ●
● ● GND 7
● ●
● ● CLOCK OUT 8
● ●

GND CLOCK OUT 7 8 Vcc 14● ● ● ●

（ ）セラミック発振子／水晶振動子を用いる場合ｂ

●メイン･クロック

以下のような回路構成になっていますので、 ソケット上に必要な周波数の発振子／振動子、抵抗、ＩＣ

コンデンサを実装して下さい。

ＩＣ ＵＭＣＬＫソケット( )

接続端子 使用部品

2-13 CAコンデンサ

3-12 CBコンデンサ

4-11 発振子／振動子

5-10 Rx抵抗

8-9 ショート

ND-K421

内部回路へ



●サブ･クロック

以下のような回路構成になっていますので、 ソケット上に必要な周波数の発振子／振動子、抵抗、ＩＣ

コンデンサを実装して下さい。

ただし、 ボード上に標準実装されているサブ･クロックを有効にするためには の７８４２１８ＩＯ ＵＳＣＬＫ

６ ８ピンと ピンをショートさせて下さい。

ＩＣ ＵＳＣＬＫソケット( )

接続端子 使用部品

2-13 CAコンデンサ

3-12 CBコンデンサ

4-11 発振子／振動子

5-10 Rx抵抗

8-9 ショート

ND-K421

内部回路へ

３．２．２ スルーレート･クロックのエミュレーションについて

ND-K421 CC ENMPでは、起動後に レジスタの ビットによるスルーレート･クロックを設定できません。

スルーレート･クロックモードでご使用になる場合は、以下のようにディップスイッチ を電源投(SW1)

入前に設定してからお使い下さい。

ディップスイッチ設定

ENMP (ENMP(UMCLK)) (ENMP(Target))ビットの値 使用クロック ４ ５

０ ＯＮ内部
（原発振周波数の ）1/2

ターゲット ＯＮ

１ ＯＦＦ内部
（スルーレート
クロックモード） ターゲット ＯＦＦ

初 期 設 定 ＯＮ ＯＮ

: Don't care

【注意】スルーレート･クロックモードを選択した状態で を超えるクロックを使用すると、12.5MHz

ＩＣＥ本体がハングアップするおそれがありますのでご注意下さい。

なお， 起動時は内部クロックが選択されますので、ディップスイッチ のND-K421 (SW1) 4(ENMP

(UMCLK)) UMCLK 12.5MHzが の状態で ソケットに を越えるクロックを実装しないでください。ＯＦＦ



３．３ 端子マスク機能の設定

３．３．１ ウェイト(ＷＡＩＴ)マスク機能

ND-K421 PD784218 ( )では、 シリーズのポート 端子の兼用機能ウェイト をディップスイッチμ ６６ ＷＡＩＴ

(SW1)の設定によりマスクすることができます。

ディップスイッチ設定
状 態

1 (WAITMSK) 2 (P660N)

マスク無し【初期設定】 ＯＦＦ ＯＮ

ウェイトマスク状態 ＯＮ ＯＦＦ

注）ディップスイッチを上記以外の設定にしないで下さい。

３．３．２ ウェイト表示機能の設定

ND-K421では、ウェイト中を 点灯により表示させることができます。ＬＥＤ

ウェイト表示はディップスイッチ の設定により行います。(SW1)

ディップスイッチ設定
状 態

3 (WAITLED)

ウェイト 状態非表示【初期設定】( )ＷＡＩＴ ＯＦＦ

ウェイト 中表示( )ＷＡＩＴ ＯＮ

注）ポート をポートとして使用する場合は、ディップスイッチは 状態にして下さい。６６ ＯＦＦ

ＬＥＤが点灯することがあります。

３．３．３ ＮＭＩ割り込みマスク機能

ND-K421 ( )では、ポート の兼用機能である 割り込みをジャンパ によりマスクするこ０２/ＩＮＴＰ２ ＮＭＩ ＪＰ２

とができます。

ジャンパ設定
状 態

JP2(NMIMSK)

ＮＭＩ ２－３マスク無し【初期状態】

ＮＭＩ １－２マスク状態

注）ポート と 割り込みは兼用端子であるため、 マスク状態では、ポート０２/ＩＮＴＰ２ ＮＭＩ ＮＭＩ ０２/ＩＮＴＰ２

としての動作は不可能です。



３．４ 低電圧エミュレーションの設定

ND-K421は低電圧エミュレーションが可能です。

ターゲットが低電圧動作の場合、 ボード の ターミナルピンにターゲッ７８４２１８ＩＯ ＴＰ１(G-784218IO Board)

トと同じ電源の電圧を供給して下さい。（ のときは特に必要ありません。）ターゲット電圧は ～5V 3V 5V

に設定して下さい。

・ の最大消費電流ＴＰ１

5V 300mA

～ ～

3V 150mA

《 ボード（ ）》７８４２１８ＩＯ G-784218IO Board

ＴＰ１

３．５ 外部トリガ

（ ）１ ＥＸＴＯＵＴ

７８４２１８ＩＯ ＥＸＴＯＵＴ １ＣＰＵボード上の 端子より、ブレークイベント発生時に、 動作クロック間、

ハイレベルを出力します。

注）オープン･ドレイン出力のため、ターゲットシステム上でプルアップ抵抗を接続して下さい。

（ ）２ ＥＸＴＩＮ

７８４２１８ＩＯ ＥＸＴＩＮボード上の 端子より、イベント信号を入力することができます。

３ＣＰＵ動作クロック以上ハイレベルのパルス信号を使用して下さい。

注）電気的特性

ＭＩＮ ＭＡＸ[V] [V]

ハイレベル入力電圧 ターゲット電圧 ターゲット電圧×0.7

ローレベル入力電圧 ターゲット電圧0 0.3×



３．６ オプション･ボード

①トレース･ボード の実装(NT-323)

別売品のトレース･ボード を実装することで、トレース表示ができるようになります。(NT-323)

NT-323にはトレース・メモリ・ボードが 枚梱包されていますので、以下のように、３

G-78K4 MAIN Board T-MEM1,2,3の コネクタにそれぞれ実装して下さい。

《トレース･メモリ・ボードの実装方法》

注１）トレース･メモリ・ボードは 枚とも実装して下さい。３

②拡張メモリ･ボードの実装

別売品の拡張メモリ･ボード を実装することで、エミュレーション･メモリ容量を(NE-105) MByt１

eにすることができます。

NE-105 G-78K4 MAIN Boardに梱包されているエミュレーション･メモリ･ボードを以下のように

の コネクタに実装して下さい。E-MEM

《エミュレーション･メモリ・ボードの実装方法》



第４章 対象デバイスと
ターゲット・インターフェース回路の相違

本章では、対象デバイス（ ）の信号線と のターゲット･インターフェース回路の信号μPD784218 ND-K421
線との相違について説明します。

対象デバイスは 回路ですが、 のターゲット･インターフェース回路は、エミュレーションＣＭＯＳ ND-K421
ＣＰＵ ＣＭＯＳ-ＩＣ、 等によるエミュレーション回路で構成されています。

ND-K421とターゲット･システムを接続してデバッグした場合、ターゲット･システム上であたかも実際の
対象デバイスが動作しているように、 がエミュレートします。しかし、実際には がエミND-K421 ND-K421
ュレートしているので、細かい違いが生じます。

（ ）エミュレーション から直接入出力される信号１ ＣＰＵ

（ ）ターゲットシステムからゲートを通して入力される信号２

（ ）その他の信号３

上記の（ ）から（ ）の信号について、 の回路を示します。１ ３ ND-K421

（ ）エミュレーション から直接入出力される信号（エミュレーション回路の等価回路 、 ）１ ＣＰＵ １ ２

次の信号は シリーズと同じ動作をします。ただし、ポート 、 コンバμ １，１３Ａ／Ｄ Ｄ／ＡPD784218 (
ータ兼用端子 を除いた各ポート関係の信号には、 のプルダウン抵抗と の抵抗が直列に挿) １MΩ ２２Ω

入されています。

●ポート 関係の信号０

●ポート コンバータ入力 関係の信号１ Ａ／Ｄ( )
●ポート 関係の信号２

●ポート 関係の信号３

●ポート 関係の信号７

●ポート 関係の信号１０

●ポート 関係の信号１２

●ポート コンバータ出力 関係の信号１３ Ｄ／Ａ( )
● コンバータ関係の信号Ａ／Ｄ

・AVREF0,1
・AVSS

AVDD ND-K421端子に供給する電圧は、 内では使用していません。エミュレーション のＣＰＵ

AVDD ND-K421端子へは 内の電源、または に供給される電源を供給しています。ＴＰ１



《エミュレーション回路の等価回路 》１

●プローブ側 ● 側ＮＤ－Ｋ４２１

Ｐ０ Ｐ０

Ｐ２，３，１２ Ｐ２，３，１２

Ｐ４，５，６，８ Ｐ４，５，６，８

２２Ω × ７
１ＭΩ×７

１

２

６

０

５

４

３

１

２

４

０

３

５

６

２２Ω × ８
１Ｍ Ω × ８

７

４

６

０

５

２

１

３

５

１

４

６

０

７

２

３

２２Ω × ８

４

７

２

５

６

１

３

０

５

７

１

４

６

３

２

０



《エミュレーション回路の等価回路 》２

●プローブ側 ● 側ＮＤ－Ｋ４２１

Ｐ７ Ｐ７

Ｐ９ Ｐ９

２２Ω × ４
１Ｍ Ω × ４

１

０

２

０

１

２

１ＭΩ×６
２２Ω × ６

３

１

０

５

４

２ ２

０

５

３

４

１

 

Ｐ１１／ＡＮＩ１

Ｐ１０／ＡＮＩ０

Ｐ１３／ＡＮＩ３

Ｐ１２／ＡＮＩ２

Ｐ１６／ＡＮＩ６

Ｐ１４／ＡＮＩ４

Ｐ１７／ＡＮＩ７

Ｐ１５／ＡＮＩ５

Ｐ１３０／ ＡＮＯ０

Ｐ１３１／ ＡＮＯ１

ＡＶＲＥＦ０

ＡＶＳＳ

ＡＶＤＤ

ＡＶＲＥＦ１

Ｐ１３／ＡＮＩ３

Ｐ１７／ＡＮＩ７

Ｐ１２／ＡＮＩ２

ＡＶＲＥＦ１

Ｐ１０／ＡＮＩ０

Ｐ１６／ＡＮＩ６

ＡＶＲＥＦ０

Ｐ１３１／ ＡＮＯ１

Ｐ１１／ＡＮＩ１

Ｐ１３０／ ＡＮＯ０

Ｐ１５／ＡＮＩ５

ＡＶＳＳ

ＡＶＤＤ

Ｐ１４／ＡＮＩ４

ＮＤ-Ｋ４２１内 電 源
オープン



（ ）ターゲットシステムからゲートを通して入力される信号（エミュレーション回路の等価回路 、 ）２ ３ ４

次の信号は、ゲートを通して入力されるため、 シリーズより信号が遅れます。そのたμPD784218
め、 特性、 特性も異なります。 シリーズよりタイミング設計を厳しくする必要ＡＣ ＤＣ μPD784218
があります。

● 信号ＲＥＳＥＴ

●クロック入力関係の信号

ターゲット･システムからの入力信号のうち 信号、クロック入力関係の信号は、ロジックＲＥＳＥＴ

ＩＣ μ ＤＣを通してエバチップに入力されます。従って、 シリーズとは 特性が異なります。PD784218
また、ゲートを通すことにより信号が遅れますので 特性も異なります。ＡＣ

《エミュレーション回路の等価回路 》３

●プローブ側 ● 側ＮＤ－Ｋ４２１

逓倍回路を選択するかはディップスイッチ の により決まります。(SW1) ＥＮＭＰ
逓倍回路を選択しない場合は入力した周波数のまま に供給され、逓倍回路を選択した場ND-K421
合は入力した 倍の周波数が に供給されます。２ ND-K421

 

 

 

ＮＤ-Ｋ４２１内電源

２４Ω
ＲＥＳＥＴ

１００ＫΩ
ＡＬＴＥＲＡ

ＨＤ１５１０１５ ＥＰＭ７１２８-１５ ＶＨＣ２４４

ＲＥＳＥＴ

Ｇ-784218 IO Board

Ｘ１ 実装クロック

ＶＨＣ２４４

Ｘ１

ターゲット･プローブ
Ｘ１ 端 子

ＡＬＳ１５７

４.７ＫΩ

ＮＤ-Ｋ４２１内電源

ＣＬＫ　ＩＮ

ＶＨＣ２４４

Ｘ２ オープン

ＨＤ１５１０１５

逓倍回路

ＡＬＳ１５７（逓倍選択）

ＲＺＴ０２５Ｐ

逓倍回路

入力

出 力

４.７ＫΩ

ＮＤ-Ｋ４２１内電源

ＡＣＴ８６



《エミュレーション回路の等価回路 》４

●プローブ側 ● 側ＮＤ－Ｋ４２１

（ ）その他の信号３

● 端子VＤＤ
エミュレーション の電源は、 動作時は 内の電源、低電圧動作時は低電圧供給端ＣＰＵ ５V ND-K421
子 から供給しています。ターゲット･システムの 端子は ではターゲット･システ( ) ND-K421ＴＰ１ VＤＤ

ムの電源が入っていることをモニタする のコントロールのみに使用しています。ＬＥＤＴＶＣＣ( )
● 端子Vss

Vss ND-K421 GND端子は 内で に接続されています。

● 端子TEST
ND-K421では使用していません。

 

 １０ＭΩ

４７０ＫΩ
３２.７６８ＫＨｚ

２２ｐＦ２２ｐＦ

ＨＣＵ０４ＨＣＵ０４

ＸＴ１

ＪＰ１

ＩＣソッケット

６　　　　８

ＸＴ１

ＮＤ-Ｋ４２１内 電 源

ＮＤ-Ｋ４２１内 電 源

ＸＴ２ オープン

ＶＨＣ２４４

４.７ＫΩ

４.７ＫΩ



第５章 制限事項

（１） 実行前ブレークの禁止

不具合現象：実行前ブレークを設定しているとエミュレーション が暴走する可能性があります。ＣＰＵ

対策：実行前ブレーク設定は、 で使用して下さい。ＯＦＦ


